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のプナ帯では同じ海抜であるのにもかかわらず， プナやスズタケが目立つのに比べると，

この現象は前記のように興味深い。

金沢峠， 入笠山， 釜無山方面には， ツキヌキソウ， アオナシ， コキンパイ (Waldst;einia 

柁rnata.), シラカンバ， ヒメザゼンソウなどが分布している。 これらの植物の分布本拠は，

アジア大陸の内陸地にあるもので， それが大陸の内陸部と類似気候を示すこのA地域に分

布しているもののように考えられる。

筆者は， これらの一部については， すでに地史的要素のハシドイ型やホザキッキヌキソ

ウ型などの項で報告した。 このようなアジア大陸の内陸系の植物は， 南アルプス南部では

見ることができない。 これは， 富士見町の気候資料が示すように， 年平均気温か低く， 年

降水量が少ないためだと考えられる (Table I)。

また， この地域には割合広く石灰岩でしめられる地域があり， 白岩岳， 釜無山や戸台川，

釜無川などの沿岸等がそれである。

このような地域には， フロラ構成要素のところで述べた石灰岩地域要素が分布している。

この例としては， 石灰岩固有植物のトダイアカバナ（戸台川沿岸， 釜無川沿岸）， イチョ

ウ ｀ ダ（幕岩） 耐石灰岩植物であるフ ｀やンアサミ， ミネウスユキソウ， イワシャジン， イ

ボタヒョウタンポク， イプキジャコウソウ， イプキボウフウ， ホタルサイコ (Bupleurum

longzradiatum var. breviradiatum), キバナノコマノツメ， タカネイバラ， ハクロバイ，

イワシモッケ， クサボタン， オオピランジ， シナノナデシコ (D辺nth 硲 shzna nenszs)

イワギポウシ， ミヤマピャクシン， キタゴヨウ (Pin 硲 parvijlora var. penta.phyl幻），
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